日間賀島合宿２０１４のご案内(第２版)
　日間賀島を会場にして毎年恒例で実施されている発達障害の子どもや青年と、そのきょうだいを対象とした、スキルトレーニングのための支援体験合宿をこの夏も行います。合宿の詳細は、辻井正次『発達障害のある子どもたちの家庭と学校』(遠見書房、2013)あるいは『楽しい毎日を送るためのスキル: 発達障害ある子のステップアップ・トレーニング』(日本評論社、2012)等をご覧ください。
　実際に、発達障害の子どもや青年向けのプログラムを8つ程度、きょうだい向けのプログラムを1つ用意しております。発達障害の子どもや青年にとって修得することが必要なプログラムの大枠を合宿で取り組むことで、日常的な支援に取り組むことをやりやすくしていきます。
青年の皆さんについては、青年向けのプログラムを用意しておりますので、子どもたちとは別に、将来に向けての展望を立てる機会となります。
きょうだいに関しては、楽しい遊び体験とともに、発達障害児の理解促進とともに、きょうだいならではの支援課題のプログラムを学齢期と思春期とに分けてご用意いたします。
　日間賀島観光協会のご協力のもと、民宿を活用した合宿となっていますので、海のおいしい食べ物を食べ、海でたくさん遊び等、楽しい体験のなかで学びを進めることができます。
医療ケアに関しては、浜松医科大学および大阪大学等連合大学院小児発達学研究科の医療スタッフが複数常駐します。
　スタッフとしては、アスペ・エルデの会統括ディレクターでもある辻井正次を総責任者として、各スキルトレーニングごとで、わが国の一線級の発達障害児者支援の専門家が参加し、新しい有効な支援プログラムの開発を兼ねつつ取り組んでいくものです。基本的にはセミオーダーで進められるプログラムですので、今まで支援経験が乏しい場合でも参加して楽しい経験ができます。
日程：　第1クール；平成26年　8月16－20日
　　　　第2クール；平成26年　8月21－25日
会場：日間賀島(愛知県南知多町)内の民宿等。
募集人数：　正会員・賛助団体会員以外に各プログラム若干名ずつ
(参加段階では賛助会員登録をしていただきます)。
参加費用：６０，０００円(予定、税込)。（内訳；４泊５日の宿泊費、マンツーマンでつく支援スタッフの宿泊費等、プログラムへの費用（プログラムディレクター等の経費・プログラムのための経費等）、河和港からの高速船代等）。
なお、高校生以上のきょうだいはより安価な価格を予定しています。
スタッフ：総責任者；辻井正次(中京大学教授)。プログラムディレクター(参加予定)：木谷秀勝(山口大学教授)、井上雅彦(鳥取大学教授)、白石雅一(宮城学院女子大学教授)、黒田美保(福島大学教授)等、わが国の一線級の支援専門家。詳細は、決まり次第Updateしていきます。
申し込みの流れ：申し込み準備が整えられた段階で、アスペ・エルデの会のHPから申し込んでいただきます。
· 関心のある方は、事前にアスペ・エルデの会にコンタクトを取って下さい。
ご連絡の際は、件名を『日間賀島合宿　参加希望』として以下のアドレスまでお願いします。
e-mail: info@as-japan.jp
スキルトレーニングプログラム内容（プログラムごとで１０人程度の予定です）：
1 社会的スキル(低学年・中学年用)
2 社会的スキル(思春期用)
3 感情理解とコントロール(低学年・中学年用)
4 感情理解とコントロール(思春期用)
5 自己理解(思春期・青年期用)
6 ライフプランニング（思春期・青年期用）
7 女の子のスキル(思春期・青年期用)
8 日常生活快適化(特に限定はしません)
9 きょうだいプログラム
その他、状況によってはプログラムを追加します。
なお、プログラムの詳細は、参加する発達障害の子どもや青年の抱える問題やきょうだいの抱える問題、本人と家族のニーズによっても変更していきます。
平成26年度日間賀島合宿プログラム(予定)
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① 感情理解A

明翫光宜

(中京大学）

特に年齢制限なし

　感情理解やリラクセーションスキルについて体験的に学習することを目指します。(身体感

覚と感情の結びつきをもとに、自分の感情を調節するコツをつかんでいくものです。

② 感情理解B

小倉正義

(鳴門教育大）

特に年齢制限なし

　嫌な考えや不安，嫌な感じに立ち向かうために，上手な考え方のコツを学ぶことを目的とし

ています。（不安や怒りのコントロールをしていくためのコツを身につけていくものです。

③ SST―A

山根隆宏

(奈良女子大学）

特に年齢制限なし

　穏やかな気持ちで過ごすための方法を身につけていくプログラムです。

(自分が困ったときに気がついて他者に助けをもとめるという、基本的な社会的なスキルのコ

ツを身につけるものです。

④ 自己理解

木谷秀勝

(山口大学）

中学生で診断告知を受

けた方

　正しく自分の障害を個性または体質として理解し、その理解の仕方や付き合い方，相談の

仕方等をわかるようにすることを目的とします。（自分の障害を積極的に知り、そうした障害と

どう付き合えばいいのかを正しく知っていくコツを身につけていくものです。

⑤ ライフプランニング

肥後祥治

(鹿児島大学）

特に年齢制限なし（自

立生活が視野に入って

きた方向け）

　本プログラムは広汎性発達障害(以下、ＰＤＤ)の高校生と大学生を対象とし、青年期を迎え

たＰＤＤ者が身につけておくべき社会的スキルの習得を目的とします。対象者が将来的に自

立することを想定し、自立に向けて必要とされるスキルについて学ぶことを目的とします。

　プログラムの内容は、参加者が困っていることを事前に調査してから検討していきます。昨

年は、①時間や物の管理の仕方、②インターネットの適切な使用方法、③一人暮らしのお金

の管理の仕方、④自分に合った職業の選び方について学びました。

⑥ きょうだい

白石雅一

(宮城学院女子

大学）

兄弟限定

　新たな「自己」への気付きや、日頃のきょうだいとしての悩みをグループワークで互いに表

出しあいながら、自分と似たような悩みを持つ仲間がいるということを知り、お互いの仲を深

められることを目指します。また、グループワークの中で同胞への接し方を考えたり、同胞が

抱える発達障がいについて、正しい知識を学びます。
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① 女の子

黒田美保

(福島大学）

女の子限定

　女性としての振る舞いや身だしなみに必要な知識の確認や，「本人が思う女の子らしい行

動（自分の視点）」と「みんなが思う女の子らしい行動（他者視点）」について，スタッフを交え

て互いに確認します。（自閉症スペクトラムのなかで、男子と女子はかなり異なる特徴があり

ます。また、同性と出会う機会が少ない状況ですので、自分を女性として把握し、取り組んで

いくためのコツを身につけていくものです。

② SST―B

萩原拓

(北海道教育大

旭川校）

年齢限定なし

　より良い人間関係を作るために、相手に不快な思いをさせず、自分の思いを伝えていくこと

を目指します。（自分の身体と感情の理解と、他者との関係の基本について学び、適切なヘ

ルプを求めたり、働きかけるコツを身につけていきます。

③ 日常生活快適化

井上雅彦

(鳥取大学）

年齢限定無し，

特に日間賀初の方向け

　普段と異なる生活のなかで、スムーズに活動が行えるように、予定に合わせて準備や片

付けをいつどのようにするかを体験的に学習します。生活スキルについても確認しながら、

集団の中で楽しく過ごすことができることを目標にしたプログラムになります。

　　【前　半　(8/16土～20水)】

　　【後　半(8/21木～25月)】


